
 

 

 

 

 

 

 

活動の状況 （協定農用地面積Ａ＝34.9ha） 

・平成20年より活動をスタート。今期で2期目になる。 

・矢川区：全85戸 251名（平均年齢57歳 高齢化率50.2％） 
・現状の課題 ・・・ 『高齢化・過疎化・担い手不足に伴い、今後どのように地域を活性化させていくか？』 
 

 ⇒取組 ・・・「これからの地域づくりを考える研修会」「ホタルの里への取組」 
         「世代間交流事業の積極推進」「花いっぱい活動（芝桜）」「環境新聞やがわの発行」 

 

多面的機能の維持・発揮活動 

【農村環境部門】 

矢川環境保全会（名張市） 
ふりがな 

やがわかんきょうほぜんかい 

 

有識者を招いての勉強会。環境保

全活動の重要性を再確認。 

『環境新聞やがわ』を H24年度から毎年発行し、全戸に配布。 

 

地域の魅力 再発見への取組み 

 

 
近鉄電車に向かって

おもてなし♪ 

地域の子供達と遊休地を利用したブドウ狩りを実施。 

平成 28年 5月 15日、“シバザクラ

ロード”は名張市の「おもてなしイ

ベント」の会場になりました！ 

 

 

ホタルの生育循環を

学び実践！ 

  


